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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 18日 (2007.6.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り 、 下 流 側 が 塗 装 ガ ン 側 に 連 通 さ れ た 第 １ 流 路 と 、
　 第 ２ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り 、 下 流 側 が 閉 塞 さ れ た 第 ２ 流 路 と 、
　 前 記 第 １ 流 路 と 前 記 第 ２ 流 路 と を 連 通 さ せ る 連 通 路 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 が 夫 々 対 応 す る 前 記 流 路 の 上 流 端 に 供 給 さ れ る と 、 前 記 第
２ 流 路 内 に 供 給 さ れ た 前 記 第 ２ 液 剤 が 前 記 連 通 路 を 通 っ て 前 記 第 １ 流 路 内 に 流 入 し 、 前 記
第 １ 流 路 内 に お い て 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 と が 下 流 側 へ 流 れ つ つ 混 合 さ れ て 前 記 塗
装 ガ ン 側 へ 送 出 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 第 １ 液 剤 用 の 第 １ 洗 浄 液 と 前 記 第 ２ 液 剤 用 の 第 ２ 洗 浄 液 と が 互 い に 異 な り 、 且 つ 一
方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と 接 触 し た と き に そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た す 組 合 せ で あ る 前 記 第 １
液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 の 混 合 に 用 い ら れ た 二 液 混 合 装 置 を 洗 浄 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 を 流 通 さ せ る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 液 剤 を
排 出 し 、
　 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 が 流 通 さ れ て い る 間 、 前 記 第 ２ 流 路 に 前 記 第 ２ 液 剤 又 は
前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 し て 前 記 第 ２ 流 路 内 を 加 圧 す る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 第 １ 液 剤
及 び 前 記 第 １ 洗 浄 液 が 前 記 第 ２ 流 路 へ 浸 入 す る の を 規 制 し 、
　 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 し た 後 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 前
記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 す る こ と で 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 液 剤 を 排 出 し 、
　 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 二 液 混
合 装 置 の 洗 浄 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 第 １ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ
う に な っ て お り 、 下 流 側 が 塗 装 ガ ン 側 に 連 通 さ れ た 第 １ 流 路 と 、 第 ２ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ
う に な っ て お り 、 下 流 側 が 閉 塞 さ れ た 第 ２ 流 路 と 、 前 記 第 １ 流 路 と 前 記 第 ２ 流 路 と を 連 通



さ せ る 連 通 路 と を 備 え 、 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 が 夫 々 対 応 す る 前 記 流 路 の 上 流 端 に
供 給 さ れ る と 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 供 給 さ れ た 前 記 第 ２ 液 剤 が 前 記 連 通 路 を 通 っ て 前 記 第 １
流 路 内 に 流 入 し 、 前 記 第 １ 流 路 内 に お い て 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 と が 下 流 側 へ 流 れ
つ つ 混 合 さ れ て 前 記 塗 装 ガ ン 側 へ 送 出 さ れ る よ う に な っ て お り 、 前 記 第 １ 液 剤 用 の 第 １ 洗
浄 液 と 前 記 第 ２ 液 剤 用 の 第 ２ 洗 浄 液 と が 互 い に 異 な り 、 且 つ 一 方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と
接 触 し た と き に そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た す 組 合 せ で あ る 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 の 混 合
に 用 い ら れ た 二 液 混 合 装 置 を 洗 浄 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 を 流
通 さ せ る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 液 剤 を 排 出 し 、 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄
液 が 流 通 さ れ て い る 間 、 前 記 第 ２ 流 路 に 前 記 第 ２ 液 剤 又 は 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 し て 前 記
第 ２ 流 路 内 を 加 圧 す る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 第 １ 液 剤 及 び 前 記 第 １ 洗 浄 液 が 前 記 第 ２
流 路 へ 浸 入 す る の を 規 制 し 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 し
た 後 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 す る こ と で 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 液
剤 を 排 出 し 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 す る と こ ろ に 特 徴
を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 の 洗 浄 を 行 っ て い る 間 、 硬 化 剤 流
路 ２ ３ 内 を 加 圧 し て 主 剤 流 路 ２ ５ 内 の 水 Ｗ ａ が 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 浸 入 し な い よ う に し て
い る の で 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に お い て 硬 化 剤 Ｌ ｂ と 水 Ｗ ａ が 接 触 す る こ と が な く 、 硬 化 剤
流 路 ２ ３ 内 で 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 変 質 す る こ と に 起 因 す る 不 具 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。

(2) JP 2006-21150 A5 2007.8.2


	header
	written-amendment

